
松平忠志（応化会） 

日本尊厳死協会 北海道支部のオンライン講演会に参加しました。 

講演の要旨を以下に示します。 

少しばかり、小生のコメントを次ページに記します。 

 



多くの方が、自宅で、ポックリと死にたいと希望しても、我が国では、その希

望は叶いません。ところがスウェーデンでは、9割は自宅で死ぬとのこと。 

人口は 1000 万と少ないため、国民の目が届くのだそうで、税金負担は大

きいが、医療は公営で、私立の病院はなく、国民皆保険で費用は安く、教育

はほとんど無料。 

私が特に感銘を受けたことは、死に臨んで日本では、家族は“一日でも長く

生きて。”そして“死の瞬間には立ち会いたい。”と希望する。 

そのために医師も看護師も、死の瞬間まで治療を続け、臨終の時を予測し、

家族に知らせる時期を決めるべく、常に張り詰めた緊張状態にある。 

それに対してスウェーデンでは、回復の可能性が無くなったら、延命治療で

はなく、緩和ケアに移る。イタミを取ること、不快感を除くことなどは、看護

師の仕事で、医師の手は、原則として離れる。ドクターは給与が高いので、

緩和ケアにはタッチしない。 

最も重視されるのは、死の瞬間に、家族の誰かが“手を握って見送ること”

だと言うのです。 

（私は 30年前に 90歳の母を看取ったのですが、その経験から、完全納得

です。） 

家族の都合がつかない時は、看護師に頼むこともあるよし。 

日本は“過剰医療”で、国家財政も破綻状態。正反対です。 

なお、本講演の動画は、尊厳死協会北海道支部のHP上に公開されており、 

何時でも、すべてを視聴できます。 

https://songenshi-kyokai.or.jp/hokkaido/archives/1230 

以上 

https://songenshi-kyokai.or.jp/hokkaido/archives/1230

